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(31) 098AJM：腹一つ食うたら なんでもかまわんゅう ような時期ジャケンね。
(32) lOlAEF：まだ乗る。 竹馬上手ヤケンね。


























































(43) 077AEF : 00さんの子ジャロ［？］。
さらに、談話では準体助詞の後ろに現れる推量形は必ずジャローであり、以下の（44）は
その 8例のうちの一つである。
(44) 210A品f：車で送ったり、 なんや したり するがに、 行っちよるがジャロ。
なお、（44）のように、動詞非過去形の後ろに準体助詞とジャローがくる傾向がみられた
が、準体助詞がない動詞・形容詞に直接付く場合については4ふ3節で後述する。





















(51) 189AEF ：そじゃなかったら、 やっぱそんなんが あるローけんね。
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(52) 092AJM 一軒のうちにま－ 3人平均、 150人ぐらいヤロ。



























































































し~）じゃけんどその ＃＃＃＃時分には、 も＃＃と もらったの
は、（AEF：うん。）腹一つ食うたらなんでもかまわんゅう ような時期ジ
ャケンね。
099AEF：自分らが作って、 食べたん＊＜ヤケね、と迷う＞ジャケね その芋
も。 うちら あの向こうの畑はベッタリ、（A品f：うん。）芋ばっかしゃったん
~ ほう匹召芋の、 皮でご飯炊くいうたらもう、｛笑いなが
ら｝バケツでふた一つぐらい。｛笑し、｝ 大桶の5升炊き＃＃＃＃＃＃＃＃＃＃。
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